



CIAS discussion paper No.31 : <東南アジア学会関西例会ワ
ークショップ報告書>洪水が映すタイ社会 --災害対応から
考える社会のかたち (2013), 31: 56-58
Issue Date2013-03
URL http://hdl.handle.net/2433/228578
Right© Center for Integrated Area Studies (CIAS), Kyoto University
Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University





























































































































































58 CIAS Discussion Paper No. 31　洪水が映すタイ社会──災害対応から考える社会のかたち
日常だったのかということに関連するご質問もあり
ました。最後のお話は、災害を契機に外からいろいろ
な関わりが出てきて、外との関係が問い直されたり
することについて、タイの洪水ではどのようなことが
あったのかというお話だったと思います。
日本とタイとの関係は
洪水以前よりも密接に
玉田　最後にまとめていただいた外との関わりとい
う点では、日本との関係がものすごく密接になりまし
た。タイはもう日本に頭が上がらない。日本の経済界
から「二度と洪水を起こしてもらうと困る」と厳しく
釘をさされていますので、平身低頭、「タイから逃げな
いでください、タイにもっと来てください」というの
がタイ側の姿勢です。従来とくらべると日本側は横柄
になっているように見受けます。タイ側はいま一所懸
命ひきとめに躍起になっているという変化は間違い
なく大きいと思います。
　もう一点、災害が起こった結果、何かよい方向への
変化、よい結果が何かなかったかという点に関して言
いますと、これはまったく逆ですが、政治がもめていた
からこそ、タマサート大学は莫大な保険金を手にしま
した。同大学の副学長から2012年3月に聞いた話です。
どういうことかと申しますと、タマサート大学はキャ
ンパスが王宮のところに一つ、今回完全に水没した北
のほうのランシット地域にもう一つの２か所あるので
すが、大学全体で損害保険に加入していたのです。
　なぜ加入したかというと、タイの政治や社会が赤色
と黄色に分かれて対立するなか、タマサート大学は学
長が黄色の旗振りをしていたものですから、いずれ赤
色に襲撃されるのではないかと懸念したからです。学
長は公法学者の立場から反タックシン派の行動を正
当化する発言を繰り返していました。北のほうのラン
シット・キャンパスではなく、王宮のすぐ横にあるメ
イン・キャンパスが襲撃され放火されるおそれがある
というので、年間300万バーツの保険金を払って損害
保険に加入した。ですが4年1,200万バーツ払ったとこ
ろで今回の洪水が起こりました。28億バーツの損害の
うちの10億バーツが保険金で返ってきた。
　本来ならば保険に入っているはずがないのです。理
由は政治だったのですが、結果的にはそのおかげで、
かなりの金額を保険でカバーできた。不幸中の幸いと
いうか、政治がもめていたからこそ洪水が起こっても
救われた。
　ランシット・キャンパスの１階と地下は全部水に浸
かって、電気関係が全部壊れて現在でも病院はきちん
と機能していないと聞いております。しかしかなり助
かった。ほかになにかよい話があるのかどうか、私は
よい話よりも悪い話にしか興味がないものですから、
いますぐ出てこないので申しわけありません。
タイの民主主義の進展が
災害の拡大をもたらした側面も
水上　私は少しだけよい話を知っています。何かと言
いますと、中部地域の工場が各地で被災して、タイ国
内のいろいろな物資がなくなりました。そのときに、
じつはこんな隠れた商品があちこちにあったのかと
いうことに気づきました。とくにチェンマイでは、地
元のブランド品とか食べ物、お菓子などがいっぱい出
てきた。みんなそれに気づいて、「わざわざ大きいメー
カーのものを買う必要がなかった」、「水もブランド品
を買う必要はなかったのか」ということに気づいた。
そういったことは、地方経済の活性化にとっては、被
災地域を除けばそれなりのメリットがあったのかも
しれないと思います。
　今回の大洪水を見たときに、自然災害が人災に変わ
るということがよく出てきたのですが、まさにこれは
現在のタイの状況だから、このような対立がひどかっ
たのだろうなと思っています。
　たとえば、かつてであればプミポン国王というのは
神のように権限を固め、力もあり、みんなが言うこと
を聞く。それこそ民主主義でないタイという状況であ
れば、王室批判、王室に近い人たちとの対立なども出
てこなかったはずですが、現在はタイの民主主義状況
がかなり進展している。それこそいまだに不敬罪など
の危険もありますが、かなりいろいろなところで自由
も出てきている。
　これまでであれば、「今回の大洪水で王室が自分た
ちを守るためにここを犠牲にしたのだ」という文脈は
出るはずがなかったのが、現在は出てくるようになっ
ている。ですから、風通しはだいぶよくなってきてい
るのではないかと思います。逆に言うと、そういう対
立が出てくるようになったからこそ、あちこちで災害
が拡大する面もあったのかと思っています。
